
童
市
は
、
糖
横
川
由
沖
震
に
府
知
的
冬
山
川
取
水
面
交
官
与
に
よ
っ
逗
駿
毒
毒
毒
語
。
慈
雲
ぷ
山
川
華
社
会
払
お
け
幻
に

115弓
カ
ナ

r宮
口
Y
F

産
し
た
n
ま
ち
ω
で
す
D

D

入
ち
り
抗
た
京
一
は
、
県
民
に
火
〈
乙
る
一
般
的
な
一
つ
の
指
樟
V

は
、
ま
だ
山
川
る
若
者
の
自
主
的
問
ジ
に
向
調
ぴ
、
英
、
仏
、
句
麗
制
時
オ
一
一
y

相
模
川
は
古
い
時
代
か
長
岸
特
地
と
の
で
み
日
記
い
整
水
と
な
っ
て
い
ま
ま
だ
態
化
ず
る
餌
向
に
あ
D
ま

す

。

似

品

tτ
一、昭和一一一

y
r、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ペ
イ
ン

J
P

に
大
き
な
翠
帽
析
を
友
ぼ
し
た
ほ
面
、
府
ず
。
平
岩
市
内
の
L
京
近
は
、
ζ

の
水
濁
在
県
は
、
相
槙
川
の
水
顕
汚
濁
密
閉
山
十
一
一
年
に
平
塚
市
青
広
1
デ
ジ
、
ギ

p
j
t
エ
ジ
プ
ト
、
ク

速
や
農
漁
業
に
大
4
1
な
制
誌
を
与
え
、
安
利
用
し
て
い
ま
す
。
都
市
拓
本
専
か
ら
守
ノ
る
た
め
、
大
規
模
山
間
年
間
協
議
会
が
結
成
ク
ェ
1
ト、

4
y
u
r、
3
ィ
、
ベ
ト
ナ
ム
、

今
日
で
は
、
ζ

の
華
奈
は
篭
力
や
と
の
よ
つ
に
し
で
、
相
模
川
は
霊
な
流
域
下
水
事
謀
者
実
施
し
て
わ
ま
問
削
く
さ
れ
γ
か
ら
十
八
年
カ
ジ
ポ
ジ
ア
長
界
を
一
廓
じ
て
}
年
後

整
水
と
し
て
吾
容
す
と
き
き
沼
田
流
れ
の
脅
か
ら
、
武
そ
む
も
の
り
す
が
、
一
方
、
六
百
万
県
箆
の
農
水
制
必
に
な
る
。
初
代
事
選
レ
た

J
Y
Z君
事
に
結
べ
、

矧

-

粛
さ
れ
て
い
ま
す
。
主

5神
奈
川
利
用
へ
と
か
わ
っ

τ事
υ
た

ぺ

い

を

礎

学

る

た

め

、

相

需

安

皇

制

>

長

一

議

員

三

吉

ん

か

p
p
?品
需
主
留
で
ぢ
委
託

県
民
、
ま
華
需
民
に
と
っ
て
、
採
っ
由
時
代
に
お
い
て
も
感
み
室
長
。
度
利
用
差
か
っ
て
い
ま
す
。
総
長
与
し
十
八
代
笥
襲
、
喜
多
量
襲
撃
無
粍
メ
N

い
繁
華
言
い
え
ま
し
ょ
う
q

な
る
川
と
し
て
、
私
た
ち
由
蓄
を
一
文
し
か
し
、
管
雲
水
援
を
襲
L

m
酬

の

幾

重

重

寄

与

シ

コ

は

呂

京

び

い

輩

、

書

ア

ジ

ア

由

と
の
川
ほ
、
そ
の
霊
山
相
県
白
山
え
て
豊
中
止
、
れ
寧
レ
た
。
利
用
す
る
こ
と
は
、
童
相
模
川
宗
側
ん
で
あ
る
。
章
は
百
点
に
あ
r
h
が
を
い
た
。

申
溺
か
ら
政
相
γυ

、
桂
川
と
呼
ん
で
神
奈
し
か
し
~
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
b

D
流
議
ぞ
少
守
、
ず
る
こ
ζ

軒
意
味
し
川
川
島
山
中
一
士
一
議
と
五
富
論
世
界
を
み
て
め
結
語
は
習
太
の
方
が
淑

川
県
の
藤
野
町
叫
に
ス
hu、
と
こ
か
ら
相
の
経
済
の
高
度
成
長
ば
、
そ
れ
ま
で
考

ζ
れ
に
よ
っ
て
平
揖
市
が
受
ザ
る
診
審
問
結
社
の
呂
田
が
同
時
鼓
ま
れ
で
い
る
ζ
と
だ
っ
た
。
大
学
滋
苧
は

需
と
な
D
事
。
震
か
ら
約
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
現
霊
前
ぎ
を
し
は
大
吉
右
京
雪
ま
す
。
平
議
制
さ
れ
た
含
霧
霊
童
、
戦
事
託
警
お
安
警
ハ
ワ
ス
栽
培
〔
宝

肘
下
怒
r
L

は

相

模

総

出

、

さ

ら

に

約

十

沼

田

機

能

探

持

1

沿
岸
漁
業
の
議
輿
鋭
、
制
叡
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
や
わ
〆
や
す
〈
な
っ
た
が
ワ
る
塗
受
信
い
な
が
ら
、
八
丈
議
出
身

J
討
下
流
に
は
捧
久
井
紛
が
あ
hu、
庫
地
下
止
の
犠
水
化
対
策
、
公
務
の
発
佐
川
制
反
扇
、
島
町
民
感
長
に
持
う
急
還
な
都
市
化
田
知
A
ハ
の
紹
介
首
績
轟
轟
花
の
弱
者
世
入

久
井
鋭
、
愛
車
郡
、
相
模
原
治
、
厚
木
寸

j
j
i
J

空
農
業
潟
水
田
襲
、
期
間
潮
来
?
と
、
ι

霧
器
を
る
警
察
路
窓
れ
で
さ
一
よ
ハ
ク
ス
警
高
品
、

市

、

高

筏

郡

、

芽

ケ

崎

市

、

平

壇

市

の

一

一

一

世

ほ

じ

め

と

し
F議
結
餐
抽
出
の
保
護
青
山
側
か
で
、
品
位
品
川
中
将
叫
が
一
つ
り
反
省
拐
に
さ
千
開
出
窓
八
ト
在
摂
方
封
の
温
室
に
一
一
七
千
蕊

一
ニ
富
市
由
務
委
も
っ
て
南
下
し
、
一
晶
弘
政
な
ど
の
問
題
を
か
か
え
る
結
果
と
な
慨
し
か
か
っ
た
混
在
、
習
年
間
白
使

i
i
z
-
-
一
裂
を
掻
へ
四
十
何
倍
宮
窃

喜

善

幸

そ

い

で

い

晶

子

。

一

範

漂

弱

っ

て

い

ま

す

。

山

川

合

恋

愛

要

性

が

再

評

絡

さ

れ

-

e

b

芯
ち
て
雨
空
袋
、
好
評

担

問

実

昔

、

そ

の

蓄

な

喜

一

す

へ

相

相

模

川

は

一

級

認

と

し

て

霊

山

川

つ

つ

あ

岳

、

務

官

会

ー

の

活

F

眠不
υ
一
毒
て
昨
年
主
義
的
に
議

長

い

の

舗

の

た

め

旅

人

た

ち

白

露

一

よ

か

県

草

れ

ぞ

れ

分

担

し

毒

理

℃

州

州

警

告

〈

む

警

が

寄

ま

れ

て

w

家

J
一
し
て
い
る
。

萎

己

的

弟

子

レ

た

が

、

の

ち

喜

雪

一

三

て

5
9
2
1
L
2
0
M
7
i一一
十
一
歳
費

馬

会

費

大

山

若

田

村

の

警

端

7

7
に
い
た
重
一
語
、

2
2
y
f市内下
5
2
2
2
Eと行動
力
塗
震

な
ど
が
で
重
訳
し
た
。
し
か
し
器
維

Z

3

関
係
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
字
情
お
燃
に
生
ま
れ
二
一
一
λ
兄
妹
の
議
!
"
綴
長
わ
れ
、
喜
協
殺
事
、
襲
撃
、

妻

、

震

警

往

来

す

る

旅

人

道

事

h

つ
霊
話
レ
ほ
、
平
塚
市
が
受
け
る
側
授
業
主
き
で
中
学
e

高
校
高
島
鳴
泣
い
事
務
局
長
室
任
、
昨
年
霊
長

増
し
、
加
え
て
八
事
実
票
量
、

1

理

ず

利

害

に

つ

い

て

芸

事

左

上

否

、

制

重

大

学

露

議

室

露

し

た

…

戦

一

リ

…

に

推

え

豪

華

露

鷺

山
刊
誌
説
話
ど
福
間
同
市
川
間
話
説
明
軒
町
内
日
刊
誌
わ
…
符
…
唯
一
持
諮
問
詩

;

i

j

:

;

 

ス
の
神
田
し
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

i
ぉ

ぽ

也

4

市
、
寒
川
町
の
一
一
市
一
応
で
「
相
撲
川
川
間

D
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
幾
留
に
警
に
…
蒋
-
4
4
2
M
P通
警
た
め
に
毒
し
て
い

i

i

a

 

主

義

川

は

、

古

く

か

ら

告

に

一

塁

!

改

援

護

霊

協

議

会

を

号

、

抱

卵

さ

え

百

円

主

主

義

γ
jふ
る
。
州
閣
議
震
が
少
な
い
ζ
と、

白
熱
潜
の
須
賀
罷
〈
み
さ
が
あ

b

J

し

み

竣

革

ま

っ

て

よ

り

主

総

模

川

夜

間

聖

書

、

完

雪

一

司

横

浜

暴

露

警

す

る

こ

と

笥

滋

器

一

一

寸

年

一

に

毒

議

が

開

通

す

る

害

そ

く

す

る

た

め

に

は

苦

己

た

ら

よ

い

か

側

主

Z
5
4
4ノ
空

翼

手

ジ

主

翼

一

言

望

号

、

地

域

桑

捕

ま

で

は

、

出

署

管

内

神

奈

川

捕

鯨

崎

嘉

一

議

し

て

い

ま

す

。

制

定

ス

甘

い

菱

自

ア

ん

バ

イ

喜

一

一

一

覧

警

片

寄

っ

て

お

担

、

十

ぷ

万

話

番

県
央
自
治
憲
雪
審
議
の
中
心
貌
桝
問
診
智
裕
一
万
平
講
習
と
て
も
、
号
制
酬
や
っ
て
英
会
議
控
室
し
つ
つ
小
遣
い
そ
霊
離
と
し
毒
物
足
り
な
い
@
義
的

!

I

I

 

的
役
割
裏
た
し
て
い
を
た
。
在
一
三
長
か
ら
八
会
下
水
量
警
護
霊
か
山
川
護
す
フ
一
ォ
ん
一
一
ア
@
エ
ン
Y
一
一
点
力
喜
り
て
器
君
主
掌
拡
大
、

江
戸
需
に
は
と
の
量
一
が
議
長
一
っ
て
装
蓄
を
防
止
し
、
芸
大
神
山
側
ス
露
両
国
に
泊
。
喜
去
の
メ
キ
シ
コ
人
襲
社
告
の
中
輯
と
な
る
き
益
宵
蓮

担
、
山
撃
の
特
産
南
下
出
主
総
(
か
い
き
)
一
品
に
市
民
ス
ポ
1
Y広
場
遣
で
て
紛
ら
に
弱
っ
て
浄
菊
の
栽
培
宇
蓄
し
だ
が
U
た
い
と
内
日
夜
奔
走
し
て
い
る
@

芸

品

、

神

奈

川

県

央

ゑ

韮

帯

一

J
窃
/
震
の
善
的
普
及
と
裂
の
壌
を
提
山
側
警
の
底
議
選
警
説
で
い
た
ア
フ
『
言
語
}
室
哲
る
に
と
」
室

町
米
麦
、
炭
、
太
材
、
霊
安
易
一

J

供
し
て
書
芋
し
た
が
、
言
に
羽
川
教
側
主
霊
の
パ
1
了
オ
ブ
，
e

パ
ラ
ダ
イ
袋
五
議
官
空
襲
扉
襲
。
市
脅

し
て
C
C
か
ら
凶
喜
積
語
大
船
に
す

i
i
i上
自
然
環
境
後
全
地
域
を
警
察
白
、
仰
に
注
吾
、
そ
の
親
謡
音
頭
究
し
た
@
存
在
。
襲
警
護
め
と
郷
土
民
緩
@

積
み
替
叉
ら
れ
て
正
一
一
手
門
4

・
大
阪
総
合
的
な
運
動
ハ
ム
閣
の
建
設
を
検
討
し
納
言
月
ほ
ど
め
実
一
習
を
終
わ
り
、
且
割
分
〕
平
七
歳
ま
言
語
し
た
い
由
。
裏

方

面

に

要

さ

れ

た

も

の

で

す

。

で

い

妻

。

側

室

礼

守

長

い

、

ア

ル

バ

イ

ト

の

分

と

と

襲

名

五

人

警

己

主

義

な
晶
、
緊
ニ
中
年
七
一
月
、
平
震
ま
し
え
そ
れ
は
重
荷
警
は
じ
め
昭
和
五
十
年
代
は
、
と
れ
ま
で
の
経
間
併
せ
で
誓
高
言
っ
て
、
世
界
言
語
は
玖
塚
市
下
島
一
ユ
九
六
。

が
開
設
立
て
か
弘
の
ち
は
海
上
霊
と
芸
人
会
で
す
。
浜
田
高
度
成
長
学
長
嚢
へ
と
葬
山
側
室
認
で
や
る
っ
と
、
ア
メ
円
以
力
空
襲
安
名
簿
露
"
広
報
モ
ニ
タ
ー
》

謀
議
事
革
じ
た
が
、
主
ま
で
毒
装
組
語
、
昭
和
泊
十
年
む
ろ
す
る
時
代
で
あ
る
と
rも
い
わ
れ
で
い
ま
制
‘

発
で
あ
っ
た
歩
和
採
取
が
始
め
ら
れ
、
か
句
そ
吉
宗
主
室
、
ど
会
す
。
工
場
白
迭
問
大
規
穏
な
語
法
制
作

襲
警
護
建
言
し
て
一
日
百
ん
悪
化
し
て
き
ま
し
た
。
名
完
成
に
か
わ
っ
文
会
話
回
復
議
開

八
十
九
車
も
出
荷
さ
れ
た
と
い
立
記
録
と
の
ホ
誤
待
問
闘
を
喰
わ
止
め
る
と
k
罰
法
京
会
の
拐
績
が
大
き
な
課
態
と
な
っ

m
M

も
あ
り
ま
ず
a

し
か
乙
ζ

れ
も
、
競
現
行
政
上
お
最
重
察
挽
顔
と
な
台
、
治
岸
て
吉
ま
し
ず
」
E

と
の
議
会
に
み
ん
な
の
間

到
な
乱
調
仁
よ
っ
て
ポ
寄
与
の
危
欽
か
の
工
湾
尋
に
対
し
て
離
し
い
想
議
が
議
力
で
尚
一
判
山
川
争
愛
護
し
、
美
し
い
出
回
然
を

m
側

室
言
、
い
ま
は
設
止
さ
ぶ
れ
て
い
ま
す
。
じ
ら
れ
ま
し
た
し
た
が
っ
義
語
習
室
じ
て
想
的
を
さ
れ
い
主
総

一
方
担
模
川
の
水
の
利
用
と
し
て
は
人
体
に
最
も
影
響
白
あ
る
品
期
金
震
鮪
等
て
い
〈
と
同
時
に
!
水
資
源
占
は
作
官
L
m削

蹴
間
交
用
水
を
は
じ
め
、
昭
和
一
一
十
年
に
に
よ
る
汚
染
は
銭
筏
ζ
存
え
な
っ
て
き
か
、
相
槙
川
が
私
た
ち
仁
与
す
見
て
く
れ
総

棄
し
詰
襲
安
ム
等
に
よ
っ
て
ま
し
た
。
し
か
し
県
議
議
に
ム
布
け
る
た
喜
一
は
な
に
か
を
克
警
、
主
に
間

水
力
属
品
龍
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
人
口
の
悼
ぴ
寧
は
県
内
で
も
最
高
を
早
す
す
ん
で
将
来
の
粗
撃
川
町
出
品
に
つ
い
側

近
年
は
上
水
道
的
軒
及
に
よ
D
、
市
内
し
、
C
れ
に
昆
例
し

τ長
ず
る
都
市
必
て
、
も
フ
一
度
考
え
て
み
る
必
察
知
お
山

間
討
の
神
川
川
績
上
流
に
あ
る
県
企
業
庁
水
等
に
よ
お
B
O
D僚
門
生
物
化
学
釣
る
の
支
ば
な
い
で
し
ょ
句
ふ
e

捌

額鋭機軍事主争緩絡に苦まち主主む発斉藤三さん



総
務
部
開
築
課
は
、
昭
和
四
十
九
年
間
月
一
日
か
ら
る
月
一
一
一
十
日
ま
で
白
前
期
信
予
算
の
う
色
吾
芝
、

昭
和
問
十
八
年
度
決
鼻
高
授
と
す
る
霊
状
況
を
祭
賓
レ
だ
い
草
ま
で
も
な
え
雲
閣
の
警
は

一
昨
年
来
白
産
活
国
の
缶
詰
輸
出
規
制
制
と
c
h
uに
件
う
輸
ズ
磁
掲
の
大
幅
京
交
王
百
り
を
英
捕
と
し
て
、
異

常
な
物
価
高
騰
と
物
不
足
ポ
増
大
し
で
き
て
い
る
。
政
府
に
お
い
て
も
、
生
綴
お
よ
び
財
政
由
者
般
に
わ

た
っ
て
一
向
白
羽
制
む
た
め
白
施
髄
を
講
む
て
き
て
い
る
が
、
ま
F主
だ
物
揖
山
由
高
騰
は
根
強
い
も
の
が
あ

る。

ζ
広

P
レ
it社
会
経
済
情
勢
町
中
に
あ
っ
て
、
官
官
市
の
財
政
令
匂
非
常
に
厳
し
い
運
営
否
通
ら
れ
た
が
、

市
川
間
収
入
の
縫
保
、
同
副
腎
県
支
出
金
零
の
特
定
財
滋
む
確
保
、
成
定
経
費
の
節
約
特
に
よ
D
「羽
V
G
い
盤

が
な
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
〈
り
」
を
自
国
間
と
し
た
平
家
市
総
合
館
発
許
画
に
掲
げ
る
諸
事
業
の
推
進
に
議

訴
状
視
を
過
し
ず
¥
市
政
白
翼
態
を
片
道
解
し

議
告
で
一
線
観
審
査
と
さ
れ
て
い
る
。

交i蕊畠宝安官;夫討ザ，協品事業 3，35臼3 
万京く質f臼j酌E監主千h叫干Ii!詩呈良失殻吾霊設樫事塁業嵩 1， 679 
総台福2叫止 ')'，βタう匁之}童新汚第事芸議韓 幻76
芝若;草探肖鴎宅努軒P町J興事芸築草 5，25ぬ0 
絞税称、大神f作い汗匡儲畠毘盤&1構犠馨唱是 2，3お85
粗二式たととご

むみ収そ甥生支為さl宇嗣F釘(JiI勾E轄備事業 1，8幻35
公共ド水退し灰投入施設設鐙事業 2，4羽11
決ど毘*10稔二業 6，165 
E雪深11，興事業補助金 7，526 
着陸転開川補助金 4，415 
止地故引詑 15，997 
道路新改事業 44，618 
掘りょう%lr，改良事業 12，848 
f可I11、排水路帯構事業 29，155 
街路事業 30，124 
都市下広間開備事業 37，643 
4去関整備事主主 7，529 
会営住乙宅珪兵事業 25，491 
はしむ付消防ポYプ自動車等整漏事業 3，918
汰野出張所庁舎新改築事業 2，760 
第 8知到庁舎問題取樽事業 2，310 
IJ骨技臨時事業 165，855 
中学校#備事業 85，519 
幼稚商担怖それ主主 7，581 
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子哲主主務談窓/市役所管(22)170告
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以
上
は
、
埼
玉
擦
の
金
子
わ
ら
び
か
ら
学
校
給
食
の
需
問
題
に
対
し
て

長
が
啓
一
路
「
一
政
」
悶
↓
九
年
十
窓
見
を
の
べ
て
い
る
と

5
6
r。

別
一
月
号
一
に
山
口
稿
む
J
M
叫
料
化
成
殺
に
本
白
湯
ム
『
学
校
新
食
演
の
う

新
年
お
め
で
と
う
と
ざ
い
ま
す
。
る
と
、
思
が
出
て
告
で
仇
安
訂
っ
て
タ
ダ
が
漫
格
宗
と
い
h

豆
偏
見
を
詐
レ
し
、
色
よ
い
返
事
芋
レ
た
い
白
河
出
荷
は
一
一
汗
す
る
u

む
一
節
で
あ
る
。
ち
、
光
熱
水
質
・
人
件
費
等
は
費

今
年
の
主
主
党
と
〉
は
、
乙
卯
や
る
と
慰
め
る
。
界
は
ま
ず
摂
刈
に
で
、
同
革
委
は
原
則
よ
レ
て
そ
む
韓
首
長
た
る
も
の
誰
右
閉
じ
で
あ
る
。
去
る
十
二
月
の
7
議
会
定
例
会
の
負
担
シ
ヒ
、
貴
材
料
授
の
み
父
母
語

2
2る
で
、
卯
〈
兎
〉
は
十
種
轟
い
だ
じ
、
鎮
め
背
に
火
そ
っ
舟
の
一
警
富
す
ぺ
告
で
あ
る
。
と
の
た
め
首
長
は
住
民
す
ピ
ス
由
一
般
質
問
に
、
老
人
長
y
乳
幼
児
雲
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
仁
告

で
受
由
第
陪
審
で
あ
る
。
行
て
火
棋
を
さ
せ
、
同
叫
が
官
即
売
D
に
そ
の
恕
由
と
じ
て
縫
緩
保
険
が
本
ア
イ
デ
ア
品
伝
説
い
合
い
、
ひ
い
ザ
人
は

rmu択
一
の
無
料
化
や
学
校
給
食
摂
の
無
担
額
は
、
児
鳶
正
当
U
一
か
月
約

同
月
と
い
与
九
日
、
ィ
y
ッ
プ
白
兎
と
な
っ
て
そ
む
傷
口
に
開
設
味
噌
を
ぬ
入
や
家
狭
ま
で
を
実
質
的
に
無
艇
に
輯
態
と
も
早
雲
政
長
を
と
っ

Tき
刑
判
化
的
問
題
が
露
怠
れ
た
。
際
関
控
千
二
一
日
門
戸
問
一
一
億
四
千
万
円
と

亀
の
か
け
く
ら
べ
白
嵩
誌
や
、
「
古
っ
て
苦
し
め
る
。
最
後
に
魚
と
り
に
す
る
と
、
不
必
事
な
主
的
制
需
要
が
起
た
。
阿
見
方
に
ま
れ
ば
、
今
日
の
自
治
の
六
十
ザ
迄
同
ま
立
無
輯
化
や
零
歳
児
な
っ
て
い
る
。
ま
た
火
母
負
担
の
一

顎
記
」
の
弱
幡
〈
い
な
ば
〉
の
白
兎
誘
っ
て
曲
曜
の
お
府
を
設
め
、
水
売
さ
っ
て
人
「
タ
が
多
い
乙
と
や
二
ま
?
議
行
設
全
般
日
か
の
た
っ
て
、
先
絞
り
む
か
ら
三
歳
児
ま
で
無
斜
化
に
つ
い
て
か
月
千
九
百
前
門
を
が
ム
目
指
す
る
こ

の

神

話

な

ど

が

頭

に

浮

か

ん

で

く

吐

て

一

、

と

ず

っ

と

ラ

仇

討

を

果

た

し

近

の

老

人

医

撹

の

無

料

化

以

来

、

町

と

に

な

れ

ド

約

阿

倍

円

と

な

れ

ジ

、

合

る

。

量

量

感

か

ら

は

、

兎

容

た

。

め

で

た

し

加

で

た

し

と

い

う

誌

の

底

堅

持

合

言

照

で

と

ま

っ

た

計

六

組

問

委

託

雲

害

支

出

が

出

土

じ

て

、

古

代

人

む

余

問

に

さ

は

、

よ

〈

州

知

ら

れ

て

い

る

。

老

人

の

サ

ロ

ジ

作

レ

一

九

開

業

F

t

b

連

と

な

る

わ

け

て

教

育

費

白

中

で

も

れ
て
い
た
ζ

と

が

知

ら

れ

て

い

る

。

兎

は

人

里

親

し

い

動

物

語

也

語

な

診

察

が

で

き

な

い

と

悲

鳴

を

研

学

校

給

食

費

皇

室

警

は

多

大

兎
に
関
す
る
有
名
危
昔
話
白
一
つ
か
ら
、
償
府
匂
や
諺
に
し
い
L
ほ

出

あ

げ

て

い

る

向

が

あ

る

と

指

摘

し

て

げ

な

も

の

と

な

る

。

と

れ

に

対

す

る

盟

主

h
r
hか

ち

山

」

が

あ

る

。

て

く

る

。

例

え

は

三

児

童

主

主

。

掛

顕

の

補

助

は

ほ

と

全

君

主

L

h

む
か
し
む
か
し
語
塾
(
ぢ
ぢ
ば
ば
U

は
}
兎
を
も
得
ず
」
の
諺
な
ど
。

Q
出は、

ζ
め

よ

う

な

民

的

慌

の

期

定

い

の

で

あ

る

。

で

一

室

け

ば

ゴ

ナ

宍

ニ

音

量

安

〈

注

?

と

そ

よ

つ

を

一

切

フ

〉

、

都

吾

首

長

自

室

長

む

あ

ら

わ

閉

ま

車

率

夜

中

の

一

日

一

万

金

援
一
子
炉
高
え
な
が
ら
、
豆
月
日
白
た
つ
の
は
阜
い
も
の
で
室
長
と
キ
メ
ツ
ケ
て
い
る
。

ζ
安

出

の

能

力

者

名

つ

疑

義

母

校

給

食

重

い

て

い

る

と

、

祭

出

て

き

て

に

な

っ

て

か

ら

践

に

十

一

手

た

っ

て

主

第

一

一

宮

警

は

、

私

た

ち

は

糊

共

同

調

理

語

、

施

誘

導

量

ま
を
つ
カ
え
ず
の
だ
a

そ
と
で
恕
が
士
一
支
も
一
巡
し
た
。
私
に
と
っ
て
見
の
が
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
e
た

山

錆

績

は

約

一

一

一

信

託

千

万

吟

を

要

し

、

体

主

謀

長

を

ぬ

っ

長

三

は

感

慨

ひ

し

℃

お

の

迎

春

で

括

君

。

し

か

に

最

詰

寄

る

社

会

風

潮

材

ζ
れ
に
対
す
る
震
の
補
助
は
約
一

と
、
恕
は
現
在
あ
き
む
い
て
殺
し
、

x

x

は

、

患

に

毒

自

室

ば

か

り

で

な

府

億

一

角

喜

六

千

万

巴

自
分
は
警
ι化
け

て

、

箭

に

葬

を

「

事

評

論

家

長

は

、

社

会

保

ノ

¥

地

方

特

設

全

般

に

、

軒

両

化

命

日

食
わ
せ
デ
税
引
叫
げ
る
。
読
が
放
い
て
い
揮
、
特
に
医
療
に
つ
い
て
、
す
べ
て
点
々
ιLし
ろ

と

い

う

住

民

バ

タ

ー

が

月

ぜ~匂ー

と
れ
ら
の
ζ
と
は
、
学
校
給
金
訟

が
持
制
訟
の
ま
ま
て
あ
れ
J

、
義
務
化

さ
れ
な
い
と
ζ
Fつ
に
且
帯
同
し
て
い

ア
イ
デ
ア
競
争
が
行
わ
れ
、
掲
態
が
は
、
紙
謝
の
関
係
官
謝
罪
レ
、
品
川
J

校
る
。
戦
後
二
十
数
件
、
学
校
給
食
が

績
ザ
ら
れ
ず
人
が
る
と
い
っ
て
も
事
一
戸
給
食
費
む
間
援
に
つ
い
て
の
み
私
の
教
育
む
一
環
と
し
て
需
要
な
役
刷
聞
を

で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
探
糾
化
見
解
を
の
べ
て
み
た
い
。
果
た
し
て
い
る
以
上
、
早
朝
易
化
の
促

に
伴
つ
木
経
済
宗
合
持
む
閣
は
、
私
は
令
国
学
校
給
共
振
興
期
成
金
滋
設
は
か
つ
て
、
増
強
方
お
よ
び

単
に
ば
器
開
悼
む
み
な
ら
ず
、
社
会
副
会
長
r

会
長
は
岩
上
茨
城
県
知
事
)
父
母
の
負
担
区
分
者
羽
田
明
に
す
べ
き

全
訟
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
邑
て
い
よ
じ
て
学
校
給
食
の
振
興

r弱
め
て
で
あ
る
。

る
f
も
は
や
無
料
化
が
鼠
韻
白
施
錆
お
わ
シ
、
ま
た
文
部
有
田
一
保
健
鉱
背
番
私
は
法
の
抜
本
的
決
庄
が
先
決
で

で
な
い
ζ
と
を
、
首
長
も
議
会
も
住
議
会
の
学
校
給
貴
分
斜
会
委
員
よ
し
昂
る
と
挙
手
実
力
し
で
い
る
。

民
も
反
省
し
な
は
れ
は
な
ら
な
い
と
て
分
斜
会
の
会
議
に
は
し
ば
ん
ほ
か
和
五
O
e
で
一
一
日

き
に
き
て
い
る
と
一
忠
之

i
L

出
閉
し
、
地
方
自
治
拡
宵
長
目
立
議

一言霊話でも諾求できます-

[:;tな業務内容3
e戸籍謄捗本¢受付31'，".重重税証E耳等む受付交付
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主取主車問調3
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正
月
、
も
ち
を
口
に
ほ
お
ば
っ
た

子
供
た
ち
が
、
調
世
家
出
盛
で
威
勢
よ

ξ
太
鼓
を
た
た
い
て
い
る
。
田
村
ば

や
し
の
初
練
習
だ
。

と
の
田
村
ば
や
し
、
韓
倉
時
代
に

一
一
一
獲
罰
対
の
山
桜
が
隠
村
に
あ
っ
た

と
と
か
ら
、
と
の
は
や
し
が
援
空
じ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
以
巣
地
売

の
人
た
ち
が
罪
法
を
革
命
誌
宅
近

〈
の
八
坂
神
社
自
室
察
り
に
葵
嗣
し

て
脅
売
が
野
正
ほ
後
継
者
が
い
な
く

な
hu、
伝
競
芸
能
も
事
え
品
っ
と
し

て
い
た
。
そ
ζ
で
、
「
何
と
か
残
そ

う」

tz役
会
に
も
色
か
け
た
と
乙

ろ
、
警
ん
神
品
質
問
し
て
〈
れ
た
も

の
。
識
を
は
趨
見
出
U
ト
宙
、
下
町
、

時
間
町
の
一
↓
一
子
供
会
が
農
家
の
廷
を
か

り
て
、
銭
週
土
、
日
曜
日
染
し
モ
5

に
練
習
を
し
て
い
る
。

昨
年
白
堕
業
ま
つ
b
「
子
供
み
乙

し
パ
レ
ー
ド
」
に
、

に
拶
じ
て
あ
る
印
鑑
が
正
当
な
恋
人
あ
い
、
婆
定
か
か
ら
な
い
き
密

で
あ
る
ζ
ξ
を
霊
拐
す
る
最
大
田
笹
戒
し
て
お
D
、
払
い
も
手
レ
に
来
た

拠
と
な
る
。
者
金
犯
人
と
間
見
張
っ
た
も
の
が
五
十

⑧
盗
難
題
廿
は
す
ぐ
郵
瞳
閣
へ
件
も
あ
る
。

ト
ラ
の
子
の
通
綬
と
印
鑑
姪
盃
ま
母
心
に
構
え
を

れ
で
も
、
郵
説
庖
に
届
け
山
を
じ
な
遇
措
刊
の
同
時
維
は
、
預
金
者
心
「
自

郵
投
貯
乏
鵡
帳
が
町
留
ま
れ
て
涜
い
λ
知
事
r
ぃ
。
通
一
級
ぜ
溢
ん
だ
犯
人
宅
」
が
全
体
の
約
八

orで
最
も
多

金

者

白

知

子

り

な

い

i

i

s

〈

、

次

い

で

「

勤

理

主

が

払

い

霊

長

号

室

譲

二

強

り

も

し

警

が

七

ま

ち
主
苦
れ
る
事
件
、
喜
話
即
時

j
司

令

1
4
f
E一d
t
u
:
:
i
j
A
d

な
っ
て
い
る
。
そ

が

昭

和

四

十

九

年

盗

難

届

試

す

ぐ

郵

便

局

へ

2λ
に
は
預
金

四

月

か

ら

昭

和

四

名

目

「

友

人

」

が

十
九
年
九
月
の
半
年
聞
に
金
問
闘
で
一
は
、
そ
白
足
で
郵
便
局
に
は
存
し
て
三
一
一
軒
、
ベ
親
族
」
が
一
八
軒
、
同

千
古
三
十
四
件
、
一
檀
二
千
三
百
万
貯
最
を
払
い
も
E
Lし
て
い
る
廊
が
じ
ア
パ
ー
ト
智
な
と
の
「
近
隣
者
」

円
余
り
に
り
ほ
つ
ど
い
る
。
市
民
自
多
い
。
少
し
で
ち
早
王
蔀
摂
窃
に
屈
が
一
ニ
府
支
出
刷
会
占
と
近
い
問
問
柄
由
も

み
な
さ
ん
も
次

P
Hを
十
分
守
っ
て
け
出
る
こ
と
が
大
切
。
の
が
過
半
数
を
丙
め
て
い
る
。

い
+
戸
妻
、
注
意
し
て
ほ
し
い
.
骨
蔀
便
簡
で
は
欝
誠
し
て
い
る
住
ま
い
の
戸
諦
D
と
と
も
に

J
h

骨
母
鐙
と
遜
植
は
別
出
場
粛
に
郵
像
局
で
は
、
お
客
桜
か
ら
盗
難
の
捕
え
も
お
忘
れ
な
fa

貯
金
霊

T
Eヤ
レ
語
、
震
居
村
伊
豆
誇
る
と
1

相
互
夜
連
絡
し

郵
便
局
だ
よ

やと宮 号室事務 〈
中聾合型持30分平塚絞前

o内容金田地区寺包纏周辺の水田で聖子島
を観察する

や賄込み往復はがきで下記へ先議30名で締

め切D

-平塚市該医書a1J9-1

お都民111をきれいにする瀦議会事務局

〈市著書境部公窓諜〉

告費・掲額JIIをきれい!こする協総指

密 室草ーザー曜のJlI(jljと生活、 JIIと子宮も
若宮守る、JlIと自然J

サイズ'自議て4"まJノ、刀三ラ}
i以 U

鯖童話器・属国和50年 2J'I15認

平揮市詰岩間信JlZ-41

平揮市悪事者事茸宮内

捕物置車襲撃事技骨盤監察 TEL.ζ3D0415丙轍53



収集目前日の午

後から当日の務

皐時30分まで

選 2問(-部出会

〈コの定日収集

Eヨ

一般家庭の台所

から出る強飯、

野来〈ず、紙〈

ずなど

収集自前日由午

後から当日の朝

S時'30分まで

月 2lillの不掛物

l{l(集沼

講
話
月

げ

日

(

言

論

斜

県
立
青
少
年
金
館
で
は
、
今
月
も
分
勤
労
青
年
犯
人
品
川
研
究
所
〉
・
2
丹
羽
尽
(
念
講

次

の

口

付

事

主

計

画

品

川

白

h

演

「

司

会

の

力

を

し
、
小
差
か
ら

9
1
i
タ

l
i議
撃

フ

に

は

」

嘉

青

少

年

、

}

般

市

超

一

-
4

億
賢

4
3
月
7
日

島
田
み
な
さ
ん
ま

2
月
'
7
8か
た

鰻

臼

議

室

「

レ

で

広

〈

苅

用

ず

る

4

1

3

h

y

p

f

s

シ

認

ジ

主
つ
呼
ぴ
か
校
て
い
る
9

マ
グ
ル
ー
プ
2
1ダ
1
研
嬉
禽
/
@
ダ
ジ
ス
」
日
ぷ
レ
ク
p
a
I
u
y
ョン

次
白
山
惇

voめ
へ
の
事
加
を
需
翠
何
角
7
白
(
晶
曲
第
議
「
グ
ル
ー
プ
協
会
磁
長
/
時
聞
は
い
ず
れ
も
沼
時

ず
る
人
は
、
直
援
平
塚
青
少
年
会
館
サ
ー
ク
ル
論
」
高
櫨
和
敏
(
東
海
大
部
発

i
m時
お
分
勤
労
菅
洋
犯
人

へ
き
で
ほ
し
い
。
〈
電
話
幻
・
七
O
教
授
〉
・

2
月
刊
H

日
(
金
U

笑
技

一

一

一

九

〉

「

ゲ

ー

ム

」

平

野

長

門

日

本

レ

ク

』

鵬

一

因

は

な

ん

だ

る

つ

。

2
5
5
i

糊

一

志

む

ア

ル

マ

イ

ト

ヤ

タ

平

安

の

議

む

つ

ま

み

φ
部
分
語

新

一

。

由

内

部

が

黒

山

位

す

る

の

き

た

語

、

義

語

よ

り

ど

け

同

一

半

年

型

ア

ル

マ

イ

ト

は

ぷ

丸

Y
Cア
ル
ミ
一
一
ュ
ロ
ム
と
出
し
て
一
湯

21去
っ
た
も
の
で
す

山

崎

一

努

力

y
竺
千
喜
円
室
白
木
に
品
首
長
余
震
な
E
よ
〈
て
ん
ぷ
ち
ゃ
油
揚
げ
な
"
を
し

綿

一

一

一

議

五

需

v

;

h

}

る

;

て

い

る

横

に

緩

い

四
日
山
て
豆
、
一
ロ
ヤ
カ
ン
縄
開
万
里
山
く
た
鍋
や

5の

硝

一

一

一

を

い

カ

itill--i

匂一
I

l

i

-

-

i

廷
に
抽
が
つ
い
て

役

一

一

一

争

力

ジ

自

内

部

ア

ル

句

、

こ

一

ュ

ウ

ム

が

化

学

変

化

い

る

乙

た

が

あ

る

市

一

一

一

が

警

な

っ

て

吉

宅

金

川

霊

一
一
一
た
。
が
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
園
愛
す
る
な
長
よ
〈
苧
ス
れ
さ
て
お
〈
よ

一
一
一
ま
た
、
ζ

の
玄
夕
立
目
撃
わ
か
も
の
で
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ
口
ム
由
出
産
う
い
ト
ノ
ま
し
ょ
う
。

こ
一
す
レ
rJ油
臭
い
に
お
い
が
す
る
炉
、
販
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
〈
滋
需
生
活
セ
シ
タ
l
v

小
山
間
庄
一
日
p
d踊明日制祭

謀
村
誠
一
一
一
日
予
掛
与
え
る
自
京
史
年
器

事
村
誠
二

山
口
噴
一
世
情
寅

第
三
の
終
章
一
種
目
山
風
火

レ
ピ
ジ
、
J
V
イ

F
即位十部ス一
T
X
λ
阿国記



で、主島署む戸が開いても、ママが

トイレ』こ行っても泣いてしまう甘

えλ初。お父さんとお憶さ人が共
童話きのため、ふだん中E震の実家に
あずけているので、いつも遊んで

ぐれるおばあちゃんが1番大好き

だそうだ。 4百年5月 18et

時?よ訂正喜試君主毛筆225襲入
Eiiipiliniiii?i i 
i;主主3311 2き室長立長 v

h;欝璽璽欝;社
2225科目明245童話題

;!;j!jjij!iii;;ijj 
若い

諾事資格

昭和戸1月1白から

昭和3(，年121131臼まで

に生まれた者

宅戸 数

16DO-':l'PJ内

輯却期臼

1月31日〈当臼消印有

効〉

提出先

神葬訂【i県主挙管理議員

会

め

TEL窃2) ∞内韓

;12B 

13B 

i 
f 
i 豊富対象・縞3か月を経過して4重量に
き 壊すまるでの乳幼児でl罰も受け
2 ていない人
.璽時間ー 13時30分-15持までe ただ

; し畑の喜劇立貯澗
重量巡沼臼草壁

! 1月21日花オ〈公民館八幡公民館
E タ 228 構内白地集会議

; 一…中欄原
.. 2怨9臼 平域市民病涜
富盤霊脚単輔j定a
1 fl23日

i '" 248 
; ? 308 
! ~ 31日

花京公D'j!官八幡公民館

構内閣支主祭冶場

z 
1 
2 

中原公E現宮
平壕市E吉完勝主

2 鰭対象・第1溺ー接種当日bこ瀦61;'
i frJを経過して、 2歴未満む乳幼沼
i (l間受ける〉
j 揮 2類→昭和5押 4月ノ同世入学
j 予定者 (1問問
懇話吉倒・ 12時30分-15時まで9 ただ
i し来日丹白金壌は14時-15時

不爵犬の

重量巡周回緩

2月18B 構内困地集会場
*'豊田公罫技官

-fr 19日大野公民館米金田公爵
豊富

? 208 加公民館民中央農協力
沢支所

? 21沼 来松原公民

3月 7沼市民セジ占-
~ 18日 平塚市民病箆
? 1告白 神田公長線八幡公民連盟
fr 20Eヨ 花京公民遭宮中原公民館
l' 24日 金自公民ま宮 弘乍瑠硲公民

襲題等書j主在日

2 fl25B 

館誠腕喜多公民館

.t 26日大野公民館京金田公民
書官

~ 27日 ~草公置法官 民中央協土沢

支所

1-' 28臼須賀公民館来老原公民
館

31守148
~ 26臼

? 27臼
? 31日

市民セ';/3<-

神田公民館八幡公甚議官

花水公民議官 中原公筏貧富

金目呂民連盟問時崎公民

貧富 出掛島公匡強宮

髄対草炭・車電1裁までの赤ちゃんなら
どなたでも受げられます。当日は

母子手蝿を五五れずに持ってきてぐ

ださいe

髄時罪悪・午前9!l¥'i30分-1慎子30分
1月23臼〈木〉豊田公民望培
タ 30fcl仁木:)金回公陸軍
2月 5臼仁木〉揖島公民飽
? 138 C京〉輔内田地集会場
o' 148 (金〉市担当所B会議'?iさ

i月i事務 〈務〉
午前習時1;~ら

大挟
・担金 100Fl 



諮
寓
単
線
は
一
一
切
無
棋
だ
が
、
ゴ
ム

ホ
ー
ス
等
由
交
換
部
品
に
つ
い
て
は

家
慢
で
取
り
引

F
Uて
い
る
話
相
指
活

の
万
か
ら
い
た
戸
ど
ζ

と
に
な
っ
て

い
る
の
で
む
承
知
を
。

・
相
附
南
安
全
点
検
セ
ン
タ
ー
電
話

〈
日
加
え
喜
一
)

吋一九
O
〉
へ
お
た
ず
J
Mを。

対
品
訳
者
は
生
活
に
鎧
っ
て
い
る
方
@

閣
議
日
ス
』
i
コ
ジ
テ
ス
ト
の
入

療
官
曲
目
展
示
会
宍
一
月
二
十
一
一
一

門
口
か
ら
二
十
五
百
ま
で
市
昆
ホ
1
ん

匂符一う。
神
奈
川
県
プ
ロ
パ

y
ガ
ス
協
会
で

は
、
昨
年
か
ら
県
下
二
十
地
区
一
に
安

全
点
検
セ
ジ
次
ー
を
設
立
し
て
、
ブ

ロ
パ
ジ
ガ
ス
消
費
家
挺
の
設
備
の
安

全
砂
ほ
か
る
た
め
、
各
家
践
を
訪
閉

し
て
設
議
の
点
検
骨
符
っ
て
い
る
。

平
塚
市
に
は
、
間
対
五
六
一
}
一
五
番

婚
に
溜
南
安
八
弔
問
検
セ
ン
3
1が
設

鐙
さ
れ
、
点
検
世
持
っ
て
い
る
ω

で
の
五
百
潤
揚
破
事
務
務
同
時
滞
鞠
揮
で

仔
っ
て
い
る
。
な
お
、
買
い
上
げ
の

は

、

一

月
二
十
六
日
平
塚
市
民
セ
ッ
タ
ー
で

行
う
。
V
対
象
新
た
に
原
付
免
汗
ぞ
設
揮

し
よ
ー
っ
と
す
る
者

軍
申
込
み
住
民
票
の
等
し
と
零
真

(
遼
藍
免
許
蜜
用
、
大
量
さ
一
一
百
γ

×

一了間関内
J

〉
に
受
講
斜
一
千
五
百
円

安
寧
え
て
オ
ー
ト
バ
イ
専
門
居
へ
申

込む。
軍
縮
切
り
開
催
区
田
d
K
B前
ま
で

マ
間
同
様
ぎ
二
月
二
十
六
日

群
し
く
は
二
輪
車
安
全
運
転
措
滋

委
員
会
〈
電
O
四
五
・
九
一
一
二
@
m
出

く

く20，
野 45，458人 (11，567" 
a 3，753人く 922 t 
神泊 1乱342人 (4，857"川一
紙獲をふ335人く1.046 t 百円壬
翻輔 4，7官。人(1， 183 t )1 !i'~円
金田 5，883人く 1，650" )i 49 
旭 17，22哲人くふ697t )1霊
会沢 4，938人(1，14，3 " )1 f，I 
金 e 1仏182人(3.528 t ~り台

帥 121現在)i警

と正兄の妹である。こ¢少女がみ

いつでもこ宮尊徳の認深さに出品a
とになっていた。

耳むずかしがって、

けると、患いでもの陰にか〈れた

iJ'、父の市左衛門が手をひっぱゥ

て尊徳の前へ連れ出し Fζれが援

のいわでとまざいますJと紹介した

ので、余儀な〈前へ出るようにな

ったという。

大沢費支では、尊徳が来遊される

と、遠路揖いでζ られたので、なほ

唱をおいてもお茶とお茶葉子を出ず

のがs'Jとなっていた。す喝と尊徳

は茶棄をはじんで来たどか女に r:!<!

いしそうなお鏡顕だな。ではまず

お前にひとつお初穏を滋ぜょうj

と、ニコニコしながら与え、縁側

に穫をかけ茶を現してから草凝援

ぬいで跨数に透iられた。すべてお

仲
間
の
人
た
ち
が
察
た
た
報
徳
神
社
滋
揮
mu
輔

〈

一

〉

市

整

青

か

、

腕

の

円

用

語

異
常
、
奇
副
部
、
来
持
達

研
究
所

な
ど
が
大
き
な
波
留
の
一
つ
に
な

撃
中
に
…
瞬
、
霊
前
語
っ
て
い
る
と
き
わ
れ
て
い
ま
了
。

れ
て
一
時
的
山
ど
意
識
が
な
〈
な
つ
ま
た
、
子
ど
も
の
て
ん
か
ん
は

で
主
雪
A
喜
ん
。
震
が
hu

お
と
な
に
路
苧
レ
て
通
っ
た
捕
窪

田
期
金
宅
、
校
涯
に
京
た
ま
b
が
示
す
こ
と
も
多
い
と
z

一
一
日
わ
れ
て
い

あ
る
よ
っ
な
時
に
渇
れ
で
、
あ
わ
ま
え
お
と
な
の
議
長
に
は
、
月

を
ふ
い
て
主
主
君
、

ζ
の
ょ
に
一
回
、
あ
る
い
は
一
一
二
一
一
か
月

う
な
市
絞
壁
郡
ナ
子
ど
も
が
学
校
数
か
月
に
一
呂
と
か
の
程
度
の
も

に

い

ま

す

。

む

が

多

い

自

で

す

。

子

一

E
bの一環

そ
こ
童
子
ど
も
に
は
、
け
い
れ
合
に
は
、
毎
日
起
こ
る
乙
と
が
、

ん
性
疾
患
の
病
婦
が
非
誌
に
事
い
珍
し
〈
あ
b
ま
せ
ん
。
と
い
う
白

と
と
で
す
a
従
采
は
、
て
ん
か
ん
は
ζ

白
時
期
に
は
、
け
い
れ
ん
の

は
お
と
な
の
病
気
で
あ
る
、
と
考
鼠
耐
に
な
高
出
来
嬰
が
害
す
ぎ

え
石
白
が
常
識
で
ば
な
島
る
た
め
で
す
。
た
と
え

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
、
治
参
ば
可
生
れ
て
か
ら
事

実

際

握

手

主

主

「

子

賞

設

を

受

け

る

ち

の

は

り
病
気
だ
、
と
百
わ
れ
可
号
令
ム
種
々
の
急
性
伝
染
病
な

で

い

手

。

い

ま

ヨ

一

吋

間

同

uど
で
、
控
室
症
を

の

芝

方

は

、

子

ど

も

鍾

鶴

湾

超

手

議

事

多

く

に
み
ら
れ
る
立
。
っ
J

d

4

も
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
け
い
れ
ん
は
、
放
っ
て
お
け

F
品
川
言
え
ま
す
。
そ
れ
に
子
F
E

ぱ
治
る
も
む
だ
、
と
い
豆
見
方
が
は
、
常
時
動
い
て
い
る
た
め
に
、

あ
っ
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
転
ん
だ
b
落
ち
た
り
し
て
、
頭
部

れ
は
危
険
な
雪
方
で
あ
っ
て
、
へ
外
揮
を
受
け
や
す
い
の
で
す
。

長
い
自
で
経
過

ιτ4で
い
〈
と
窓
そ
の
よ
っ
な
附
障
害
白
鼠
殴
仁
な

外
に
で
ん
か
ん
の
始
$
古
で
あ
る
日
常
φ

ヲ
な
、
ぢ
ま
百
ま
な
危
険
に

場
合
が
多
い
と
=
一
吉
わ
怠
し
h
ま
す
亨
ら
さ
れ
て
い
る
号
注
目
r
伊
晶

子
P
Zの

τん
か
ん
白
特
徴
は
げ
ら
れ
ま
す
。

時
間
繰
寓
附
議
警
句
つ
車
両
む
と
も
、
早
霊
童
相
朋
治

ム
己
主
い
事
つ
で
す
心
た
と
え
ば
霞
が
必
要
で
、
謀
議
わ
れ
た

分
娩
障
害
つ
ま
り
撃
墜
で
仮
死
状
ら

J
乎
尋
問
径
の
円
宮
弘
、
一
る

癌
芝
生
れ
た
た
め
に
印
刷
出
陣
蜜
吾
呂
田
と
と
が
必
要
で
す
。

毒事事事iこ滋捜した少女

r;富岡幸彦、J報徳論集 c昭和11
年 8月、中長報徳会発行〉に、二

5密尊徳(1787-1856)占こしばしば函
E援したー少女白諮IA裁っているe
E 相槙国大住都民間対 ζ混在平器
喜市仲間〉の名主 ζなぬしコメ;沢市

3叩号仁川843)，f立、疲弊附
きの更生に患いを致し、その子属大

喜沢森争~ Cl81l-1889)、iii!<:e吉〈の
きちの?冨EEIE5吾、 1824ャー1892)とと

iもにこ営輔の報慨をつれ信
吉車したので、片関村はいうまでも

さな〈、
z 

= 
iそそぐよ
き そのためにこ宮尊徳は、ある時

き は相談にあずかD、ある時はその

5指導むためしばlAf片岡村に息苦E
Eのばい間行間志のために熟むな
芸鞘縫をおζなわれヮモ。

E 二箆韓徳C来余計まあらかじめ古
;告触蹴よって知らされていたの

号で、村民たちは所定の時簡に大沢

裁に鶏合して待ち受けていた。大

沢智には、 l、わや(182与一と

いう少女がいた砂

φ巡回読草壁 1月21臼仁火〉、 28臼く火コ'Eiρ;議

ご(/24日仁金〉不ニ草壁

奇←一一一司<>一一一一

ゃく〉ご協力高告がとうございました00

策京電力平塚治説明60::点、 東話事大宅:lf;164:t在、白翠

車律脅£宇部149As:、 I'll之宮地区自治会京、真土

地区自治会59;払刀、麟地区自治会35京
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